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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
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昭
和
五
十
八
年
産
さ
と
う
き
び
の
最
低
生
産
者
価
格
の
告
示
を
十
月
末
に
控
え
、
県
内
の
農
業
団
体
は
さ
と
う

き
び
価
格
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、
適
正
な
農
業
所
得
を
保
障
し
再
生
産
が
十
分
確
保
で
き
る
も
の
に
す
る
こ
と

な
ど
六
項
目
の
要
求
を
掲
げ
、
要
請
行
動
に
立
ち
あ
が
つ
て
い
る
。 

沖
縄
県
農
業
の
基
幹
作
物
で
あ
る
さ
と
う
き
び
の
毎
年
の
作
柄
や
価
格
動
向
は
、
生
産
者
農
家
の
経
営
と
生
活

を
左
右
す
る
だ
け
で
な
く
県
経
済
に
影
響
を
及
ぼ
す
。 

日
本
共
産
党
は
、
一
九
七
六
年
四
月
「
甘
味
資
源
作
物
の
生
産
を
振
興
し
、
砂
糖
価
格
の
暴
騰
を
防
ぐ
た
め
の

立
法
提
案
」
を
行
つ
た
。
そ
の
な
か
で
、
価
格
に
つ
い
て
は
「
都
市
勤
労
者
な
み
の
労
賃
に
も
と
づ
く
生
産
費
を
補

償
す
る
」
こ
と
を
提
起
し
要
求
し
て
き
た
。 

し
か
る
に
政
府
は
、
農
産
物
自
由
化
政
策
を
と
り
砂
糖
を
完
全
自
由
化
し
た
う
え
、
甘
味
資
源
で
あ
る
さ
と
う 

さ
と
う
き
び
最
低
生
産
者
価
格
引
き
上
げ
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

き
び
の
買
入
価
格
や
賃
金
を
考
慮
せ
ず
、
価
格
を
低
く
抑
え
て
き
た
の
で
あ
る
。 

昭
和
五
十
年
以
降
、
増
加
の
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
生
産
基
盤
の
立
ち
遅
れ
、
台
風
干
ば
つ
、
病
害
虫
の
被
害

の
外
、
肥
料
、
農
薬
、
農
器
具
な
ど
の
値
上
が
り
と
相
ま
つ
て
、
そ
し
て
軍
事
基
地
の
圧
迫
も
加
わ
つ
て
さ
と
う

き
び
作
農
業
は
一
段
と
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。 

特
に
、
最
近
の
さ
と
う
き
び
最
低
生
産
者
価
格
は
、
さ
と
う
き
び
作
農
家
の
切
実
な
要
求
と
は
ほ
ど
遠
い
も

の
と
な
つ
て
い
る
ば
か
り
か
、
現
行
の
価
格
制
度
さ
え
守
つ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
極
め
て
低
い
額
と
な
つ
て
い

る
。 沖

縄
県
の
さ
と
う
き
び
の
生
産
量
が
昭
和
三
十
九
年
次
の
二
百
四
十
三
万
五
千
ト
ン
か
ら
昭
和
四
十
九
年
次
に

は
百
十
五
万
六
千
ト
ン
に
激
減
し
た
の
も
、
そ
れ
が
大
き
な
要
因
の
一
つ
に
な
つ
て
い
る
。 

従
つ
て
、
生
産
者
農
家
の
切
実
な
要
求
に
応
え
そ
の
実
現
を
図
る
立
場
か
ら
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す

る
。 
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一 
昭
和
五
十
七
年
産
さ
と
う
き
び
最
低
生
産
者
告
示
価
格
二
万
五
百
八
十
円
は
、
農
業
パ
リ
テ
ィ
指
数
の
上
昇

率
一
・
五
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
算
出
し
た
額
二
万
六
百
二
十
円
よ
り
も
下
回
つ
て
い
る
。 

1 

昭
和
五
十
七
年
産
さ
と
う
き
び
最
低
生
産
者
告
示
価
格
が
、
農
業
パ
リ
テ
ィ
上
昇
率
一
・
五
三
パ
ー
セ
ン 

砂
糖
の
価
格
安
定
等
に
関
す
る
法
律
第
二
十
一
条
第
一
項
に
、
最
低
生
産
者
価
格
は
「
農
業
パ
リ
テ
ィ
指
数

に
基
づ
き
算
出
さ
れ
る
価
格
を
基
準
と
し
、
物
価
そ
の
他
の
経
済
事
情
を
参
酌
し
、
甘
味
資
源
作
物
の
再
生
産

を
確
保
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
定
め
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。 

ま
た
、
農
家
手
取
り
価
格
（
生
産
奨
励
金
を
含
む
。
）
で
も
昭
和
五
十
六
年
産
が
ト
ン
当
た
り
二
万
千
四
百
十

円
、
五
十
七
年
産
は
二
万
千
四
百
五
十
円
で
対
前
期
〇
・
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
ト
ン
当
た
り
わ
ず
か
四
十
円
の

引
き
上
げ
で
あ
る
。 

昭
和
五
十
七
年
産
さ
と
う
き
び
最
低
生
産
者
告
示
価
格
は
、
こ
の
規
定
の
趣
旨
に
さ
え
反
し
て
い
る
も
の
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

五 

 



 

二 

昭
和
五
十
七
年
産
さ
と
う
き
び
の
農
家
手
取
り
価
格
（
生
産
奨
励
金
を
含
む
。
）
は
二
万
千
四
百
五
十
円
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
農
林
水
産
省
が
公
表
し
た
生
産
費
（
昭
和
五
十
七
年
産
）
二
万
四
千
八
百
九
十
三
円
よ
り
も
三
千

四
百
四
十
三
円
下
回
る
額
と
な
つ
て
い
る
。 

2 
昭
和
五
十
七
年
四
月
か
ら
八
月
ま
で
の
那
覇
市
に
お
け
る
消
費
者
物
価
の
上
昇
率
は
、
四
・
四
パ
ー
セ
ン

ト
で
あ
る
。
本
来
、
農
業
パ
リ
テ
ィ
指
数
に
基
づ
い
て
算
出
さ
れ
た
価
格
に
消
費
者
物
価
の
上
昇
率
な
ど
、

上
積
み
で
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
で
も
消
費
者
物
価
上
昇
分
に
つ
い
て
は
「
参
酌
」
し
た
と
言
う
の

か
、
明
確
に
説
明
さ
れ
た
い
。 

さ
と
う
き
び
最
低
生
産
者
告
示
価
格
に
つ
い
て
は
、
農
林
水
産
省
が
公
表
す
る
生
産
費
さ
え
償
え
な
い
状
態

が
復
帰
後
毎
年
繰
り
返
さ
れ
て
き
て
い
る
。
こ
の
た
め
生
産
者
農
家
の
経
営
は
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。 

生
産
費
も
償
え
な
い
価
格
で
「
再
生
産
を
確
保
」
で
き
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。
生
産
費
を
割
つ
て
い
る
事
態 

ト
で
算
出
し
た
額
に
も
満
た
な
い
の
は
何
故
か
。 

六 

 



 

三 

さ
と
う
き
び
作
農
業
の
振
興
は
生
産
基
盤
整
備
に
よ
る
生
産
性
向
上
と
あ
わ
せ
、
価
格
対
策
が
重
要
で
あ

り
、
そ
の
い
ず
れ
か
が
欠
落
し
て
も
目
的
は
果
た
せ
な
い
。 

2 

生
産
者
農
家
が
、
他
産
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の
賃
金
並
み
の
家
族
労
働
報
酬
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
価
格

を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
、
再
生
産
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
と
う
き
び
作
農
家
の
経
営
を
安
定 

1 

こ
の
二
万
六
千
円
と
い
う
価
格
は
生
産
費
、
全
国
三
十
人
以
上
規
模
の
製
造
業
の
平
均
賃
金
の
上
昇
率
、
さ

と
う
き
び
生
産
に
係
る
物
材
の
上
昇
率
な
ど
を
基
礎
に
算
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
最
低
限
の
要
求
で
あ
る
。
政

府
は
少
な
く
と
も
二
万
六
千
円
以
上
の
価
格
に
す
べ
き
だ
と
考
え
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る
見
解
を
伺
い
た
い
。 

を
改
善
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

昭
和
五
十
八
年
産
さ
と
う
き
び
最
低
生
産
者
価
格
に
つ
い
て
、
沖
縄
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
は
「
適
正
な

農
業
所
得
を
補
償
し
、
再
生
産
が
十
分
確
保
で
き
る
よ
う
、
生
産
奨
励
金
を
織
り
込
み
、
ト
ン
当
り
二
六
、
〇

〇
〇
円
以
上
」
と
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。 

七 

 



 

四 

さ
と
う
き
び
作
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
、
昭
和
五
十
二
年
十
月
二
十
七
日
の
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
で
、

当
時
の
鈴
木
農
林
大
臣
は
「
（
価
格
に
つ
い
て
）
再
生
産
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
価
格
だ
け
で
な
し
に
生

産
対
策
、
基
盤
整
備
そ
の
他
の
施
策
に
つ
き
ま
し
て
も
（
中
略
）
、
こ
れ
は
沖
縄
に
と
つ
て
大
事
な
問
題
で
ご
ざ

い
ま
す
か
ら
最
善
の
配
慮
を
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
答
弁
し
て
い
る
。 

1 

し
か
し
、
沖
縄
県
の
ほ
場
整
備
率
は
一
六
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
昭
和
五
十
七
年
度
）
で
、
全
国
水
準
の
三
六

パ
ー
セ
ン
ト
に
比
べ
て
も
著
し
く
立
ち
遅
れ
て
い
る
。 

さ
せ
る
こ
と
に
も
な
る
。 

ま
た
、
か
ん
が
い
排
水
事
業
に
い
た
つ
て
は
達
成
率
は
わ
ず
か
に
一
〇
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
今
回
の
宮

古
、
八
重
山
地
方
の
干
害
も
こ
の
遅
れ
が
災
い
し
た
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
用
意
が
あ
る
か
。 

立
ち
遅
れ
の
現
状
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
こ
れ
ま
で
い
か
な
る
対
策
を
講
じ
て
き
た
の
か
明 

八 

 



 

五 

昭
和
五
十
九
年
度
の
予
算
概
算
要
求
で
、
沖
縄
開
発
庁
一
括
計
上
の
沖
縄
振
興
開
発
事
業
費
は
対
前
年
度
比

マ
イ
ナ
ス
〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
第
二
次
沖
縄
振
興
開
発
計
画
で
重
点
施
策
と
さ
れ
て
い
る
農
業
基
盤
整
備
費 

2 
例
え
ば
、
沖
縄
県
が
実
施
す
る
さ
と
う
き
び
生
産
振
興
対
策
事
業
に
対
す
る
国
の
補
助
額
に
つ
い
て
み
る

と
、
昭
和
五
十
五
年
度
十
一
億
二
千
万
円
で
あ
つ
た
も
の
が
、
五
十
七
年
度
九
億
四
千
万
円
、
五
十
八
年
度

に
は
六
億
七
千
万
円
と
年
々
削
減
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
さ
と
う
き
び
病
害
虫
防
除
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
国
の
補
助
額
は
昭
和
五
十
五
年
度
五
千
万
円

で
あ
つ
た
も
の
が
、
五
十
七
年
度
四
千
万
円
、
五
十
八
年
度
二
千
六
百
万
円
と
減
少
し
て
い
る
。 

本
来
、
国
は
こ
れ
ら
の
事
業
を
拡
充
す
る
た
め
に
積
極
的
に
助
成
策
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
何
故
削
減
す
る
の
か
。 

ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

こ
れ
ま
で
の
政
府
の
言
明
と
も
矛
盾
す
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

九 

 



 

 

一
〇 

に
つ
い
て
も
、
わ
ず
か
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
増
に
し
か
過
ぎ
な
い
。 

政
府
は
「
行
政
改
革
」
、「
財
政
再
建
」
の
名
の
下
に
軍
事
費
を
突
出
さ
せ
な
が
ら
、
他
方
農
業
基
盤
整
備
費
を

抑
え
、
さ
と
う
き
び
作
農
業
の
振
興
に
係
る
事
業
費
へ
の
国
の
補
助
金
を
削
減
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
絶
対
に
認
め
ら
れ
な
い
。 

第
二
次
沖
縄
振
興
開
発
計
画
並
び
に
こ
れ
ま
で
の
政
府
の
言
明
に
基
づ
き
、
基
幹
作
物
で
あ
る
さ
と
う
き
び

作
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
、
国
が
積
極
的
に
対
策
を
講
ず
る
責
務
が
あ
る
。 

沖
縄
県
に
お
け
る
さ
と
う
き
び
作
農
業
の
振
興
に
つ
い
て
現
状
を
ど
う
み
て
い
る
の
か
。
今
後
、
そ
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な
施
策
を
講
ず
る
の
か
、
政
府
の
明
確
な
見
解
を
求
め
る
。 

右
質
問
す
る
。 


